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誇りと決意を胸に、感謝を力に 

校 長 長岡有実子 

さいたま市中学校総合体育大会の開幕にあたり、本校では壮行会を行い、生徒

たちに三つのことを伝えました。 

一つ目は「誇り（プライド）」です。日進中学校の代表として参加するという

ことは、その一人一人の姿に学校の姿が映し出されるということでもあります。

挨拶や礼儀、態度、そして仲間への声かけといった日常の延長にある一つ一つの

行動を大切にしてほしいと願っています。勝ち負けという結果のみならず、「ど

のように向き合い、どのようにやり抜くか」という過程にこそ、本当の価値があ

ります。自らの在り方に誇りを持ち、堂々と力を尽くしてほしいと思います。 

二つ目は「決意」です。「勝ちたい」という思いを、「最後までやり抜く」と

いう強い意志へと高めることの大切さを伝えました。競技においても発表の場に

おいても、必ず苦しい局面があります。そのようなときに踏みとどまり、もう一

歩踏み出すことができるかどうかが、その後の成長を大きく左右します。仲間と

支え合いながら、最後の瞬間まで力を出し切ろうとする姿を期待しています。 

三つ目は「感謝」です。生徒たちが今この舞台に立つことができるのは、多く

の支えがあってこそです。ともに努力を重ねてきた仲間、日頃より温かく支えて

くださる保護者の皆様、そして指導にあたる教職員やコーチの存在があります。

そのことへの感謝の気持ちを胸に刻み、自らの姿で応えていってほしいと願って

おります。 

すべての部が「チーム日進」として心を一つにし、持てる力を十分に発揮して

くれることを期待しています。また、今後は吹奏楽部のコンクール、演劇部の発

表会、美術作品展、さらには外部クラブで活動している生徒たちの活躍の機会も

続いてまいります。活動の分野は異なりますが、目標に向かって努力を積み重ね

る姿は共通しており、その一つ一つが生徒の大きな成長へとつながります。学校

といたしましても、生徒一人一人の主体的な挑戦を大切にし、その歩みをしっか

りと支えてまいります。 

先日の体育祭は、天候不良の中、限られた種目のみの実施となりましたが、生

徒たちは前向きに、そして精一杯取り組んでくれました。保護者の皆様、地域の

皆様に、改めて心より感謝申し上げます。 

  


